
2024 年 1 月 ひがさいパトロール開始～試験実施～ 

現在、東佐井寺小学校区では地域の方が、登校の見守りを実施しています。 

横断歩道、自転車の多い道、見通しの悪い曲がり角等、毎日「おはよう」「行ってらっしゃい」 

の声掛けと共に雨の日も風の日も、子ども達の安全を見守りながら活動してくださっています。 

しかし、年々高齢化が進み、体調不良から立てない日も出てきています。 

子どもたちの安全を守るのは、保護者の役割です。 

小さな事故や不審者情報も寄せられる中で、地域の方にだけ任せるのではなく、 

保護者全員で子どもたちを見守っていく必要があります。 

忙しい保護者でも立てる仕組みは何かないか…とＰＴＡ本部でも意見を出し合い、 

他校の事例を参考にしてみたりしました。 

朝だけでなく、下校時の見守りも追加することで、少しでも保護者が関わりながら見守れる機会を 

作りました。出来る範囲で少しずつ！が目標です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本格導入は 2024 年度からで、今回は試験的に開始、期間中 2 日程の実施を目安にお願いしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



朝の見守りを開始すると、パトロール証を付けて立ってくれる保護者の方がちらほら(o^―^o) 

クラスや学年を一緒の時期にしたことで、保護者同士、同級生で声がかけやすいです。 

地域の方にきいて、あっちがもう少し危険だよと言われたので、別の日はそこに立ってみた。と教えてく

ださいました。 

 

五月が丘東、ミルフィーユ前、交差点だけでなく朝は自転車の往来も多く、スピードが出ていて危険。 

 

五月が丘北、北門前の交差点、いつも地域の方が横断歩道で見守りをしてくれている横で、一緒に見守り

をする姿も。数日立つと子ども達も顔を覚えてくれて、元気に「おはよう」と声をかけてくれます。 

いつも横断歩道に突進していく子ども達を地域の方が、優しく声をかけながら、安全に渡れるよう、見守

ってくれていました。 

 



見守りをしているとこんな大きな道の割れ目（隆起）も見つかり、危険な箇所も発見     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑五月が丘南の住宅街 

五月が丘北の北門横の歩道→ 

 

 

 

 

朝でも人通りが少ない場所や死角が多い場所など、思っている以上に危険は潜んでいました。 

校長先生から、登校時の朝の保護者の方の付き添いが増えたように感じている。と嬉しい声も！ 

大人の見守りの目は少しずつですが、確実に増えていると感じた一言でした！ 

 



実際のアンケート結果（２月末での状況一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

↑ご指摘の点、すぐに改善しました(;^ω^) 

データ化してみると危険な場所や、見守りが必要な方面がより分かりやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートでも概ね好感触な意見が多く、2024年度の本格導入に向けて、意見をまとめて 

更に意義ある活動にしていきたいです。引き続き、ご協力お願いいたします☺ 


